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    景気については今後緩やかな回復に向かうとみていま

す。足元の経済指標では主要産業である自動車は前年比
で輸出台数が減少しましたが、生産、国内販売ともに季節
性を考慮すれば増加基調にあり、同様に海外就労者から
の送金額も回復に向かっています。また、エネルギー政策
の抜本的な改革法案により、これまで国が管理してきた石
油資源が民間に開放され、海外資本による開発投資の増
加が期待されます。 

    為替レートについては米国QE3の縮小が9月に始まると

の観測が強まるにつれ、新興国通貨の下落が目立ってい
ますが、メキシコ・ペソの下落率は限定的で、対ドルでは昨
年の安値圏にも到達しておらず比較的底堅いといえます。
株価が今年の1月に史上最高値を付けた後、証券投資資

金の流入の減少がみられましたが、直接投資には目立っ
た減少はみられませんでした。上昇している米国金利や他
の新興国通貨の下落からみるとQE3の縮小開始は相当部

分織り込まれたとみられます。同開始には米国経済回復の
裏付けがあると考えればメキシコ・ペソは最悪期を脱し、下
値不安は後退していると思われます。 

 

メキシコの金利引き下げについて 

《メキシコ・ペソの対円推移》 

（期間 2010年1月1日 ～ 2013年9月6日） 
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《利下げの背景》 

《メキシコの政策金利》 

(年/ 月） 

（期間 2010年1月1日 ～ 2013年9月6日） 

 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 

メキシコ中央銀行は9月6日（現地時間）0.25％の政策金利引き下げを決めました。これで同国の政策金利は3.75％とな
りました。米国のQE3縮小が今月にも開始されるとの観測が強まる中、市場関係者の間では据え置かれるとの見方が
多く、今回の決定は予想外でした。ただこの決定後もメキシコ・ペソには大きな変動はみられず、8月の米国雇用統計
の結果を受けてドルが主要通貨に対して弱含んだ影響から対ドルでは上昇しています。 

2013年9月9日  

《今後の景気、為替について》 

 この背景には①経済成長率の低下、②インフレ率の落ち
着き、の2点があると考えられます。 

① 8月発表の2013年4～6月期の実質GDP成長率は前年
比で＋1.5％（前四半期は+0.6％）だったものの、前期
比では－0.7％と2009年以来のマイナス成長に転じて
います。発表後、同政府は2013年の同国の経済成長
率を従来予想の＋3.1％から＋1.8％へと引き下げてい
ます。成長率見通し引き下げの要因としては米国向け
輸出の減少が挙げられています。 

② メキシコではインフレターゲット（3.0％±1％）が導入さ
れています。7月のCPI（消費者物価指数）は前年比で
+3.47％と同ターゲット中心値近辺にあります。8月につ
いても+3.5％程度との予想が多くなっており、現在イン
フレの懸念はほとんどない状況にあります。 
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 出所 ： Bloombergより明治安田アセットマネジメント作成 
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